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産 め ニーズを基にした 産学官連携活動 
一 岡山県のネットワーク 構築型 RSP 事業の例 一 

稲村 實 ( 岡山県産業振興財団科学技術コーディネータ ) 

1 . はじめに 

地域における 科学技術基盤形成活動は 、 新たな技術革新に よ る地域の活性化を 促進し、 地域住民の生活の 質を 

向上させるとともに、 科学技術の多様な 展開を通じて 我が国全体の 科学技術水準の 向上にもっながる 事が期待さ 

れる。 

そこで、 この地域独自の 科学技術基盤形成活動を 推進し、 このような成果を 得るために、 地域において 学問分 

野や組織の枠を 越えた研究交流を 促進し、 地域や社会のニーズを 踏まえた新たな 視点から研究コーディネートを 

行うことが必要であ る。 
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このような背景のもとに、 地方自治体の 研究 

コーディネート 活動を推進するため、 研究シー 

ズ・地域ニーズの 探索、 重点研究開発分野の 絞 

込 、 地域のニーズと 研究シーズの 結合、 共同研 

究プロジェクトの 企画等のメニューを 実践 し 、 

文部科学 省 ( 旧 科学技術庁 ) や科学技術振興事 

業団の諸制度を 活用しっ つ 、 地域拠点を中心と 

した科学技術振興と 新産業・新技術創出の 促進 

を図ることを 目的とした産学官連携活動が 行 

われている。 

岡山県では科学技術振興事業団から 選定さ 

ね 、 県の指定機関として、 筆者の所属する 岡山 

県産業振興財団が「ネットワーク 構築型 地域 

研究開発促進拠点支援事業」 (Regio 皿 lScience 
第 1 図 「ネットワーク 構築型 地域研究開発促進拠点支援事業」 Promotlon  Pro 細 ㎝ )  ( 以下 R  S  P  事業という ) 

を 実施してきた。 ( 第 1 図 ) 平成 1 Q 年度に開 

始 以来、 平成 1 3 年度までの 4 年間、 企業のニーズを 掘り起こ 上 、 これを大学のシーズ ( 「結びつけ、 可能性試験 

( 以下 FS という ) を通じて研究プロジェクトチームをコーディネートしていく 取り組みを行いつつ、 その過程 

で 研究者相互のネットワークを 構築することを 目指してきた。 

本 報では、 4 年間の取り組みを 総括し、 その成果について 概略を述べる。 
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が 事務局を務める 1 0 の各種研究会と、 1 0 の異業種交流プラザをよりどころとして、 地域内覚の研究機関、 支 

援機関などとの 交流に努め、 後述する研究会設立や FS 、 国 等の公募型プロジェクト 研究への提案活動などを 行 

ってきた。 ( 第 2 図 ) 

RSP 事業が開始された 平成 1 0 年度にテクノポリス 法に替わる新事業創出促進法が 成立し、 地域プラット フ 

オーム構想による 総合的な新事業創出支援の 取り組みが始まった。 

また、 平成 1 1 年度には岡山県における 重点科学技術分野が 策定され、 ① 光 技術②循環型生産③システム④医 
用工学の重点 4 分野が指定された。 その方針の下で、 次世代の情報通信に 関する岡山情報ハイウェイ 構想など 具 

体 的な施策が次々と 打ち出されてきた。 

ネットワーク 構築に関しては、 このような背景のなかで、 企業、 大学、 公的研究機関の 研究者、 研究支援者、 

行政関係者など 約 2 900 名と面談・交流を 行った。 アプローチ方法としては、 財団と何らかのコネクションを 

持っ、 県下では名前も 知られている 研究者を中心に、 その関連グループの 人々へと範囲を 広げるという 方法が主 

体であ り、 セミナー、 フォーラム参加等で 初対面の研究者等については、 2 度目以上の面談に 及んだケースを カ 

ウントした。 また 1 度だけでも研究会の 講師など印象に 残った人はデータに 加えた。 結果的には、 2 回以上繰り 

返し面談し、 情報交換レベルが 深まったケースは 全体の 4 分の 1 程度であ り、 さらにプロジェクトの 検討等まで 

進んだケースは 更に僅少であ った。 このネットワーク 情報の一部は、 財団のデータベースとして 登録されており、 

今後財団がコーディネート 活動を続けていく 上で、 貴重な情報源となる。 (4%- ゾ 第 1 表 ) 

3. 研究会、 FS の実施状況 

企業ニーズを 主体に、 大学等の研究シーズの 中から、 実用化に結 ひ つく可能性のあ る課題を探索し、 技術的課 

題を明確化またはクリアするための FS や 、 研究会を創設・ 開催するなどの 取り組みを積極的に 行った。 このた 

め 大規模研究開発プロジェクトへの 発展等についての 検討は参加者の 自発的な意志に 任せ、 財団としては 企業   

大学両者が 1 年の FS を経て、 なお深堀したいという 情熱を発露したテーマのみを、 次の大規模研究開発プロジ 

ェクト への発展に結びつけた。 4 年の RSP 事業期間で新たに 2 つの研究会が 設立された。 第 3 図に FS と、 研 

発会 ( 新 ・ 旧 ) の位置づけを 示す。 

既設の旧・研究会活動からは 積極的にテーマアップされることは 少なく、 研究会会員個人に 対してアプローチ 

を 重ね、 その所属     - (Dr.=.X@W-       ヮ " 一 " 士   つ         ， 。 新 ・研究会では、 産学官でのプロジェ 

クト研究に向けての YS を計画し、 FS では、 基礎研究から 実用化に向けて 応用研究開発段階に 進むための技術 

的 プレークスル 一の可能性を 試すことを主な 目的とした。 平成 1 Q 年度から平成 1 3 年度までに 新 ・研究会では 

2 グループ、 FS3 テーマを実施した。 

最初の 3 年間は FS の必要研究費を、 テーマ毎に研究者の 要求額を尊重して 割り付けたが、 最終年度の平成 1 

3 年度はテーマが 増えて採択件数を 多くしたかった 為 、 研究者の要求額を 大幅に下回る 割付金額となった。 

r@;@@ Ⅰ "" 一 @@  く一 一 .@@  """""@ す " /. 才 一、 
要求額 01 0 分の 1 という割り付け 額になった テ 産学官の共同研究プロジェクト 

一 でも 散見されたが、 返上・研究中止のケースは 皆           
撫 で、 全件 FS をスタートしてもらつたっ   
平成 1 0 年度 5 件、 平成 l U 年度 1 0 件、 平     """ 究 " 
成 1 2 年度 5 件 並 ひに平成 1 3 年度 1 5 件、 合 要素 一 '     

      一 
計 35 件の FS を実施した。   

  
  

4. 新技術 フ オーラムの開催     
" 一 "" 一 """       

新技術 フ オーラムについては、 平成 9 年度から 平 
  

  """""" 一 i@ ， a@Tff>@Ab @Wt@i(vm<nwf ， <;K@a3s-5-7 ， f@--;i)@   _ ，，，，     
成 1 2 年度までの 4 年間に、 各年度 1 回ずっ 、 下の 

第 3 図 研究会、 VS の位置づけ 
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通り開催し、 新技術等に関する 講演及 び FS の実施状況に 関する報告を 行った。 

財団で主催する フ オーラムとは 別に、 RSP に関する新技術フォーラムを 開催した。 平成 10 年度から平成 1 

3 年度までの 4 年間に、 各年度 1 回 ( 平成 13 年度のみ 2 回 ) す っ開催し、 新技術等に関する 講演及 び F5 の 実 

施 状況に関する 報告を行った。 
0 新技術 フ オーラム岡山。 99  平成 1 1 年 3 月 23 日 ( 火 )  テクノサポート 岡山                   

・基調講演 「 人 とかかわる ロ ポットの開発をめざして」一身体性共有型 ロ ポットシステムの 開発 一 
岡山県立大学情報工学部 教授 渡辺 富夫 氏 

  RSP 可能性 訪揺簾 紹介平成 1 0 年度成果 5 件、 平成 1 1 年度計画 3 件 
・招待講演 「光が作る 2 1 世紀の産業」 浜松木トニクス 株式会社常務取締役鈴木義二 瓦 

0 新技術フォーラム 岡山 2000  平成 1 2 年 3 月 7 日 ( 火 )  テクノサポート 岡山                 
  特別講演 「 2 1 世紀の産業・ 技術のあ り方」 シャープ株式会社元副社長佐々木 正氏 

( ソフトバンク 株式会社相談役、 株式会社国際基板材料研究所社長 ) 

  RSP 可能性試験紹介平成 1 1 年度成果 5 件、 平成 12 年度研究計画 ( 補正予算関係 )  4 件 

0 新技術フォーラム 岡山 2001  平成 13 年 3 月 23 日 ( 金 )  テクノサポート 岡山           
・特別講演 「 SP ㎡㎎ -8 における放射光の 産業応用について」 

財団法人高輝度兆科学研究センター 産業利用促進コーディネータ 梅咲則 王氏 
  RSP 可能性試験紹介平成 1 1 年度 ( 補正予算 ) 成果 4 件、 平成 1 2 年度成果報告 4 件 

0 新技術フォーラム 岡山 200lP 皿 T2  平成 13 年 1 1 月 22 日 ( 木 )  テクノサポート 岡山               

  特別講演 1  「 2 1 世紀の科学・ 技術を展望する」 一 バイオテク・ナノテク・ロポ テク を中心に一 

近畿福祉大学社会福祉学部 教授神垣 連 丘 

  特別講演 2  「イ ー ハト一 プ 、 岩手での集まり」 一 INS ( 岩手ネットワークシステム ) の 紹 Ⅰ 
岩手大学工学部 教授 清水 健司 氏 

・ RSP 可能性試験紹介平成 1 1 年度 ( 補正予算 ) 成果 2 件、 平成 1 2 年度成果報告 27 年 

0 新技術フォーラム 岡山 2002  平成 14 年 3 月 26 日 ( 火 )  テクノサポート 岡山                 

  特別講演 「ナノテクノロジーと 産業利用」 姫路工業大学高度産業科学技術研究所教授松井真二氏 

  RSP 可能性試験紹介 平成 1 3 年度成果 1 5 件 

5. 研究室公開の 実施状況 

平成 1 1 年度から 3 年間、 大学・高専研究室公開を 実施した。 

大学の技術シーズ と 企業サイドのニーズのマッチンバを 図り、 産学共同研究に 発展することを 目的に実施した。 

年度を重ねる 毎に参加学校、 学部・学科のポリウムアップを 図り、 当初の岡山大学工学部 ( 地域共同研究センタ 

一 を含む ) のみ 12 研究室 ( 回数は 13 回 ) から平成 12 年度は岡山大学 ( エ ・環境理工・ 薬 ) 、 岡山県立大学、 

岡山理科大学、 津山工業高等専門学校、 8 学部・学科から 20 研究室、 最終年度の平成 13 年度は岡山大学 ( 工   

環境理工・ 薬 ・ 農 ・ ミ ・ 歯 ) 、 岡山県立大学、 岡山理科大学、 津山工業高等専門学校、 14 学部・学科から 26 所 

究 室の参加を得ることができた。 

  ユ エ "  " ー " 一                     lmmmL"  自力で改善できず 問題点を抱えて 
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研究室公開の 参加者の中に 他機関に所属するコーディネータがいたが、 彼らは学内の 研究室関係者とは 初見参 

なので、 筆者を含め財団関係者が 始めて紹介することが 多く、 たった数年ではあ るが、           
      。       "       コ 一）               "   Ⅰ                 コ P メ       ー                   させた文部科学 省 ・ JST の RSP 事業の先 

月 ， 件 、 成果の一端を 示す事柄 といえる。 
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財団では産学連携を 推進していくメニューとして、 今後も継続していくべき 事業と位置づけされた。 

6. データベースの 構築 

ネットワークに 関するデータベースとして、 2 項で述べた約 2 900 名の研究者等に 関する情報をパソコンデ 

一 タベースとして 構築し、 コーディネート 活動のための 

基礎データとして、 今後検索活用を 図ることとしている。 

              第   1 舞人のネットワ 一分構築状況   第 1 表に人のネットワーク 構築状況を示す。 

木 データベースは、 コーディネータ と RSP 事業とを 

通じた関わりを 中心に構成している。 

企業相互間の 情報交換のセミナ 二 プレゼンテーショ 
ン 発表会 等の イベントでの 企業関係者との 出会いが 多 

かったが、 フォロ ー がまだ十分出来ていないので、 今後 

0 課題としたい。 

大学関係に関しては RSP 事業の前半年度で 初接触 

0 機会を多く持ち、 後半はその中からいくつかの 特定の 

研究者グループと 密度の深まった 情報交換を行うこと 

が 多くなった。 

なお、 一般的な大学の 研究者の専門分野や 経歴等は各大学発行の 研究者総覧、 学術情報センター 監修の研究者   

研究課題総覧などの 公的資料から 検索し、 活用している。 

これらは業務用データベースとして、 今後の活動のなかで、 アップデートを 図りっ っ 活用していくこととして 

いる。 

7. 主な成果と問題点 

RSP 事業を通じて 有形・無形の 多くの成果が 得られた。 そのうち主なものを 下記に示す 0 

(1) 可能性試験から 発展して 国 等の研究開発プロジェクトに 結 ひ ついたもの。 

①独創的研究成果育成事業 ( 科学技術振興事業団 )  ( 平成 1 1 年度後半 ) 

インタロボット 株式会社の事業 甲 ，，。 タ : 」， :,,, も 平成 11 年度 同 ， 円能性磁抜 事例 @,, 妨 ， ほ ",,:   

"""""" 屋 " 
。 。 某 。 " 宇 377-y'@tasa "" チ千 在 。 
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テーマ名 : 「抱き上げ介護システム」 

研究機関君     国立津山工業高等専門学校 

企 業 : 株式会社英田エンジニアリンバ 

②戦略的基礎研究推進事業 : 研究領域「高度メディア 社会の生活情報技術」 ( 科学技術振興事業団 ) 

( 平成 l t 年度 ) 
テーマ名 : 「心が通う身体的コミュニケーションシステム E 一 COSMIC 」 

機関君 : 岡山県立大学 
企 業     インターロポット㈱ ( 第 4  5  6 図 ) 

上記事業採択に 至るまでの参加プロジェクトは、 下記のようにタイトロープではあ るが、 順調に公的支 

援を得ることが 出来ている。 

・ 1996 ～ 1998 総社圏域イントラネット 実験 ( 岡山県高度情報化モデル 実験事業 ) 

  1998 ～ 1999  科学技術庁地域研究開発促進拠点支援事業 (RSP 事業 ) 

「ヒューマンケア・インタラクション ロ ポットの研究開発」 

  1999 ～ 2000  皿 DO 新規産業創造型提案公募事業 

「コミュニケーションにおける 引き込み原理に 基づく身体性共有型 ロ ポットの研究開発」 

  2001 科学技術振興事業団戦略的基礎研究推進事業 (CREST) 

  2001 創造的中小企業創出支援事業 ( 岡山県産業振興財団 ) 

「身体性共有型遠隔コミュニケーションシステムの 研究開発および 事業化」 

「高度情報社会の 生活情報技術 : 心が通う身体的コミュニケーションシステム E 一 COSMI C 」 

インタロボット 未来館に設置     白 2 を ダ鰍鞄 ぬのを   

日本科学未来館・   東京．毛利 衛 館長・ 3 Ⅰ 
日ポットワー ) しト に   インタロポント 展示 フ 一 

4 体の ロ ポット と CG による身体的コミ ニ二 
ケーション体験がてきます   

平成 1 1 年度 円 洋司 能性 講銭 事例 

冷間鍛造によるスパイラル ベ ベルギ ア の製造研究   

第 6 図 第 7 図 

③委託開発事業 ( 科学技術振興事業団 )  ( 平成 1 2 年度 ) 
テーマ名 : 「鍛造によるスパイラル ベ ベルギアの製品化開発」 

研究者 : 岡山大学工学部 教授 吉田 彰 氏 
委託企業 : ゼノー・テック 株式会社 

製品サンプルを 顧客に提出し、 評価試験をしてもらっており、 近々農業機械の 動力伝達用ギアとして 採 

用される予定。 ( 第 7  8 図 ) 

(2) 地域企業の商品化等に 結 ひ ついたもの 
①「ヒューマンケア・インタラクション ロ ポットの開発」において 

2 00 1. 1. 1 より山形県産業科学館への 身体的インタラクション ロ ポット Inter Robot2 件リース 

200 1. 1 1, 29 から日本科学未来館 ( 東京 ) ロボットワールドに 常設展示 

インタラクション 玩具「うなずき 君 」の販売 (2 00 1. 1 0 発売 ) コミュニケーション ロ ポットシス 

テム音声によりコミュニケーションを 支援する身体動作を 生成するモデルを 利用して、 コミュニケーショ 

ンを楽しめる ロ ポットシステムを 開発し、 商品化している。 
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②「 小 実験動物吸入麻酔装置に 関する研究」   一 
において エタ 、 ぎ   

①歯面設計 値 @@> 創生 グリーソン社の 独占技術に対抗 

毒 ・劇薬自動管理システム                           "" 櫛 
③ 電働 。 エ マシ ニンバセンタによる 加工は国内 む W めて 

小 実験動物用吸引麻酔装置 ④ 放鋤 。 エ 高度放電加工技術 
⑤揺動鍛造 "" 命短 。 " 業 """"  "" 鍛拮 。 移行 
⑥歯面測定・ 評価 寸 @ ‥ 測革 技術ち円安 ( パソコンをフル 活用 ) 

(3)  R  SP 事業採択による 波及効果 ㈱ 光 
ケミカル研究所 ( 元 東洋薄荷工業㈱ ) 

                      歯面比定に田するもの l 件 
" 遺金 "" 。 。 。 。 。 ' " 

0 例 

①大学との交流が 密になった 
串 半ば 冊 ;@ 下 ①科学技術振興事業団委託開発事業 

け台造 によ るス       イラル ヘ ヘルギアの製品化開発 l 

②会社の信用ができた 
② 4 ㎝ )T 閉塞鍛造プレス lr@ 設置 
10 万個，月の生産 

③浜松フォトニクス㈱と 合弁でべンチヤ 一 第 8 図 

会社であ る「㈱ 光 ケミカル研究所」を 設 

立した 

④ ポ ルフィリン関係での 雇用状況 

以前 : 1 ～ 2 人 「東洋薄荷工業㈱」 

現在 : ' 人 「㈱ 光 ケミカル研究所」 

⑤他の補助金制度に 採択された 

べンチヤーランド 岡山推進事業補助金 

雇用促進 中小企業雇用創出人材確保助成金等 

⑥貸し研究室を 退出し、 自前の新社屋を 竣工した 

⑦ ポ ルフィリン関係で 米国アラガン 社 とのライセンス 契約を締結した 

(4) FS に関連し事業団と 共同出願した 特許 2 件 

(5) その他関連特許 9 件 

(6) 2 0 0 2. 9. 2 1 一 2 2  中国地域研究開発交流会 2 00 2  土 n  OKAYAMA が開催され、 各団体 

に所属するコーディネータが 華々しく紹介された。 4 年前 RSP 事業が開始された 時は、 県下でただ 1 人 

の コーディネータで 始められたことを 想起し、 感慨深い。 会場の各種展示では、 岡山大学リエソンオフィ 

スフェア 30 ，産学官連携シーズ ( 支援機関単独 )  2 6, 産官学共同研究成果 1 4 り、 間で合計 70 小 

間 だった。 その内、 産学官共同研究成果の 展示は 1 4 小間で、 その内 1 1 小間が RSP 関係のものであ っ 

た   

FS を実施した結果成果も 得られた、 しかしその反面下記のような 問題点五発生した。 

(1) 中小企業の優秀な 技術者の流動性は 思いの覚高く、 転職してしまうと 後継者が居ないので、 その企業に技 
術の伝承性薄く 研究活動が立ち 消えになってしまったケース。 

(2) 中小企業の資本 力 が足らず FS 後の自主研究が 断俳されたケース。 
(3) 中小企業の技術力と FS 成果の技術レベルとのアンマッチンバによって、 FS 後の自主研究に 引き継がれ 

ていかないケース。 

8. まとめ 

拠点機関の岡山新技術振興財団は、 平成 1 3 年度から新たに 岡山産業振興財団に 改称し、 地域プラット フ オー 

ムとして新事業を 展開している。 

これまでの 4 年間で培ってきたネットワーク 構築型 RSP 事業の成果は、 新財団における 地域独自のコーディ 

ネート活動の 推進を始め、 研究成果育成型 RSP 事業への移行等の 取り組みに反映され、 平成 1 4 年度 文部 科 
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学省 都市エリア産学官連携推進促進事業に 採択された。 引き続き地域の 科学技術基盤の 確立に貢献することが 

期待される。 

産業人として 身につけた「経験」と、 磨き上げた「 勘と 想像力」と、 逼 しい「意志」を 武器にして、 この 4 年 

間、 何時も若々しく 行動してきた。 地域「産業」における 緊急かっ強いニーズを、 3 現 主義 ( 現地・現物・ 現実 ) 

で、 自ら発見し、 掘り起こし、 これを吸い上げ、 燃える「情熱」をもって 研究課題を設定し、 人材 ( シーズ・ ニ 

一ズ ) 交流のあ らゆる機会を 利用して人脈を 構築してきた。 

4 年間のコーディネート 活動を振り返って 改めてコーディネート 活動の奥深さを 思い知らされた。 「理論」   

「定式」を記した 教科書があ るわけでもなく、 書物を読みあ さって会得する 訳でもなく、 かといって先天的「資 

質」によるものでもない。 かなり複雑系学問で 取り扱うべきものであ り、 実践を重ねて「技能」習熟していくも 

のであ り、 「職人」ハイカラにいうと「アーティスト」というのがコーディネータ 一だと思うようになった。 

FS の成果が出て、 「 知 」は容易く創成される、 しかしその結果企業における 経済的もしくは 社会的な価値を 
創成し、 それを守ることは 難しい。 FS に 失           @    一 @        り   九                           % たヵ     ¥   --         
  

珪が 仕掛けて成功するニュービジネス 
産から仕掛けて、 「教育」、 ( 自分よがりともみえる ) 

「研究」に余俳のなかった 学の助けを得て 、 産が科学・ 

技術の 力 を付ければ、 必ず第 9 図のようにニュー ピジネ 

スが 創成すると確信する。 

末筆ながら、 前職からのスピンアウトをお 薦めいただ 
き、 ニーズ・オリエントでコーチ ィ ネート 活動をするよ 

う 示唆していただいた 財団双専務理事 吉田茂二瓦 ( 現 

岡山理科大学学覚連携 室 産官学連携コーディネータ ) 

並びに 現 専務理事三宅敏之 氏 ( 当時 県商工労働部工業 

第 9 図た財団の横田尚之、 振興課長 ) 、 事務方として 小椋健二、 終始 RSP 津山恵子並びに 活動を支えてくれ 竹本衆道 

( 現 岡山市役所産業振興課主任 ) の諸氏、 担当外ではあ ったが、 我が事のように 惜しみなく自己の 人的ネット 

ワークに引き 込んで頂いた 財団の湯浅先行並びに 中村 佳晃 ( 親 玉野地域産業振興公社 ) の諸氏に甚大なる 謝意 

を 表する。 岡山県のネットワーク 構築型 RSP 事業が曲がりなりにも 成果が出たとすれば、 それは先ず 塊 より 始 

めた           内     。         「                 た         八     達 携 l の賜物に他ならない。 
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